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議長：向坊会長
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１９９４年６月日本工学アカデミー

日本工学アカデミー第８回通補総会は平成６年５月

１９日（木）１４時から東牒会館６階やよいの間（千代

田区麹町１－４）で開催された。

出席会員は当日出席64名、委任状３１９名、合計383

名であったが、これは昨年度通常総会の当日６０名、

委任状２９０名、合計３５０名を大幅に上回り、会員の

アカデミーに対する関心の深まった証拠とも考えら

れ、喜ばしい傾向である。

議事は向坊会長が議長となって進められ、次の各

議案が審議され、何れも原案通り承認された。

平成５年度事業報告及び収支決算報告については、

専務理事から内容の説明があり、今泉監事の、会計

は適正に行われている旨の監査報告の後、原案通り

承認された。事業報告では、平成６年度の拡大された

活動の概案と３月１４，１５の両日の第３回国際シンポ

ジウムが成功裡に終了した事等が報告され、又、収

支計算書、貸借対照表ついては、平成５年度も前年に

引き続き健全な財務体質が維持でき、かつ、表示方

式も更に判り易くなり、平成７年度に開催が予定され

る第４回国際シンポジウムの財務継溌も確立している

旨報告があった。収支計算書及び貸借対照表は別表

の通りである。詳細な事業報告及び上記２表以外の財

務諸表については、近日中にお届けする年報にて報

告されることになっている。次の議案の平成６年度事

業計画及び予算（案）については別記蛎業計画及び

予算が原案通り承認されたが、平成６年度は東京地区

在住以外の会員の会の活動への参加機会を拡充する

馴が鯛一の目標として掲げられた。

引き続き平成６年度役員の選出が行われ、別表の会

長議案の新役員が提案通り承認された。又、副会長

は留任の中原恒雄、伊藤昌毒、堀幸夫の３氏に、新任

の永野健氏、及び昇任の大越孝敬氏を加え５名となっ

た。新役員は別表の通りである。

一曇

『

一ユ
Ｎｏ．３８－

凝溌§潔溌g鍵溌灘黙潔潔蕊溌溌勢 識鰯鬼鍾潅蕊凝凝鍵蕊鍵潔謹灘鍵溌蕊溌､雛鍵繊繊j鍵鍵聡総

fP、
;ー－－－－

M

通常総会開催さる

’

ＩilI;！ 蕊
鳶

第８回通常総会

－
旬
．



〆霊肘

１収入の部 単位：円

平成５年度収支決算害

平成５年４月１日から平成６年３月３１日まで

２支出の部

へ
４

（２）

（１）総会費

（２）理事会費

（３）国際活動費

（４）懇談会費

（５）委員会費

ａ会員

ｂ政策

ｃ国際

ｄ広報

（６）:専門部会費

（７）国際シンポジウム

（８）事務費

（９）退会者損失金

(10）予備費

(11）積立金

当期支出（C）

斐期収支差額

(Ａ)一(C）

次期繰越収支差額

(B)－(C）

2,000,000

4,500,000

6,000,000

5,000,000

17,000,000

(1,000,000）

(5,000,000）

(4,000,000）

(7,000,000）

15,480,000

36,500,000

19,820,000

18,700,000

125,000,000

1,297,194

2,940,0ﾕ0

2,990,275

2,851,860

10,414,078

〈591,176）

(1,707,450）

〈363,499）

(7,751,953）

15,480,000

30,000,000

40,722,523

1,500,000

108,195,940

△13,109,425

52,615,624

第７回通常総会

理事会６回、理事懇談会１回

CAETS等

談話サロン７回、懇談会３回

委員会開催３回

回
回
回

２
４
６

″
〃
〃

各専門部会費

国際シンポジウム経費

人件賛、一般事務経費等

退会者損失金

科 目

繰越金

（１）会費収入

ア個人会員

イ賛助会員

（２）未収金収入

（３）利息

（４）専門部会戻入

当期収入（Ａ）

前期繰越収支差額

収入合計（B）

予算額

26,000,000

84,300,000

52,300,000

32,000,000

０

2,000,000

12,700,000

125,000,000

決算額

81,500,000

51,100,000

30,400,000

ﾕ3,100,000

486,515

０

95,086,515

65,725,049

160,811,564

備 考

当初予算計上分

ア＋イ

未納者1,200,000

会員減７口1,600,000

会費未納差400,000、専門部会12,700,000

預金利息他
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平成６年３月３１日現在

（３）

貸借対

「ぬ
瞭
酔
通

Ｆ，

、

科 目

Ｉ資産の部

１流動資産

現金預金

未収入金

流動資産合計

２閲定資産

l）有形固定資産

什器備品

2）投盗その他の資産

保証金

固定資産合計

資産合計

1１負債の部

１流動負債

源泉税預り金

未払金

前受金

流動負債合計

２準備金･引当金

特定準備金

退職引当金

固定資産償却引当金

準備金・引当金合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

正味財産

基本金

正味財産合計

負債及び正味財産合計

金 額

75,082,873

],200.000

5,668,891

400,000

194,048

18,684,867

500,000

30,000,000

2,380,708

5,668,891

76,282,873

6,068,891

82,351,764

19,378,915

38,049,599

57,428,514

14,923,250

10,000,000

24,923,250

82,351,764
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自
至
平成６年４月１日
平成７年３ノ｣31日
単位：千円<収入〉

平成６年度予算

<支出〉

へ
４

（４）

科 目

１総会費

２理卵会費

３国際活動費

４懇談会賀

５地区活動費

６委員会費

会員

政策

国際

広報

７専門部会費

材．料

情報

バイオ

地球環境

８邪務費

９予術費

１０積立金

,△、 言|・'二１

予 算額

2,000

4,000

7,000

4,500

2,000

16,000

(1,000）

(5,000）

(3,000）

(7,000）

18,140

(3,500）

(7,000）

(2,000）

(5,640）

39,000

17,839

31,500

141,979

説 明

総会

理事会６回、珊酬懇談会２回、年賀詞交歓会

CAETS関係締世、NAE共同蔀業等

談話サロン８回、学術会議等

東北・中京・関西・九州各地区の活動費計４同

各委員会経蛮

各専'111部会活動没

事務所管理世、人件費、邪務蜜等

予伽費

国際シンポジウム砿立金30,000、退職引当金1,500

前年度予邸

2,000

4,500

6,000

5,000

０．

17,000

(1,000）

(5,000）

<4,000）

(7,000）

15,480

(2,840）

(5,000）

(2,000）

<5,640）

36,500

19,820

18,700

125,000

科 目

１会賀

（１）個人会費

（２）賛助会費

２専門部会繰越

３繰越金

４利息

合計

予算額

78,450

51.050

27,400

9,714

52,615

1,200

141,979

説 明

{会員5５６－（免除・減免）９８）×１０万三45,800

減免者６８×５万＝3,400

７月迄入会者１０×１０万十１０月入会者８×５万＝1,400

７月迄入会者６×５万-'-10月入会者６×2.5万＝450

16団体2,000×１１＋1,000×４＋1,400×１＝27,400

材料837、情報3,469、バイオ436,地環4,9724年度繰越

平成5年度分予111激､砿立金残､第３回国際シンポジウム残等

預金利息

前年艇.Y'節

84,300

52,300

32,000

12,700

26,000

2,000

125,000
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平成６年度事業計画

昨年度は、第３回国際シンポジウムを成功裡に終了

するなど国際活動を中心に工学教育の振興、地球環

境問題への取り組み、各専門部会の事業推進及びこ

れら諸活動の広報等が活発に行われ、本会の訓業は

いよいよ軌道に乗ってきました。しかし、思うように

進まなかった会員増強や地区会員サービスの強化等、

幾つかの課題も残されました。今年度は、経済的に

予断を許されない情勢のrl-1での財政運営が予測され

ますが、その点に十分配慮しながら、本会草創の理

念に沿ってより充実した事業の推進を図る計iiIiiです。

新規計画として、特に今年は首都圏外会員の本会

事業への参加機会を拡充するため、東北（北海道）・中

京・関西・九州の四地区において各地区担当理事を

中心にして職種的な活動を開始する他、関連する委

員会専門部会を相互に磯断的に結んだ事業も行う予

定です◎また、本会の活性化のために、会員のより

一層の増強を図るとともに事業活動のＰＲに努めます。

以上のことから、平成６年度における主な事業内容

を、つぎのとおり計画しました。

総会

５月に東京で通常総会を開催します。

理事会

隔月に６回、別に理事懇談会を２回程度考えます。

国際活動

ＣＡＥＴＳ関係事業、ＮＡＥとの共同事業および第４

回国際シンポジウムの企画等。

懇談会

識髄会・談話サロンとして年８回程度開催を予定し

ます。

地区活動

東北（北海道）・中京・関西・九州の４地区におけ

る地区活動を組織化し、当該担当理事を中心に砿極

的な事業を企両推進します。

委員会

各委員会とも３回～６回の委員会を開催するほか、

シンポジウムや講演会等を年数回計画します。

（１）会員選考委員会

①最近の正会員入会者数と退会者数はほぼ同数

で、やや鈍化の傾向にあります。

これは、関東地区以外の会員の参加機会が-1.分で

ないことによるものと考えられますので、関東地区

以外の会員へのサービスに配慮しながら新会、の推

薦に引き続き努力し会員蝋を図ります。

②賛助会員については、厳しい経済怖勢のrl-Iで

（５）

の退会者や会蛮口数減等の申出が予測されますが、当

面現状維持のために努力します。

③委員会の開催年３回

(2)政策委員会

平成６年度の活動の顛点として昨ｲ下にIjl続き、１）

科学・工学の振興２）工学教育と技術行の地位およ

び国際資格３）工学系大学の問題点と大学の''1己点

検４）国際貢献と工学の４項目を押え、当而の只休

的な計画として下記３噸目を実施するほか、亜点噸日

に対する新規の活動を企画推進します。

①工学振興シンポジウム関係学協会との連携

を図りながら、工学振興にかかわる諮問題のうち世

論喚起に必要な課題を取り上げてシンポジウムを実

施します。

②工学教育シンポジウム日米両阿の産業政筑

推進の動きと発展途_'二国（特にアジア諸剛）との関

連で、重要な政策立案等が要請されることが予測さ

れますので、これに対して調査およびまとめ等を行

い、Ｉ１ｉｌ時に国際貢献に寄.与します。

③関連ある学協会との共同事業関連ある学協

会、「l本工学会および日本学術会議等との協力関係

を保持しながら、工学振興にかかわる検討、提言、運

動等を行います。

（８）同際委員会

①国際交流と協力

①－１ＣＡＥＴＳ関係交流

ＣＡＥＴＳメンバーアカデミーを中心として交流を推

進し、更に東アジア諸国でのアカデミー設立に協力

します。

①－２日米共同覗業協力

ＮＡＥとの共同郭業「IndustrialEcology」シン

ポジウムへの協力をはじめ、日本学術振興会「先端

技術と側際環境」１４９委員会の活動に砿棚的に協力し

ます。

①－３外国人訪問者の交流支援

必要に応じ外国アカデミー会員と木アカデミー会

員との交流を支援します。

②大型国際シンポジウムの事後作業の支援

３月に開催されたシンポジウムのプロシーディング

スの出版その他の事後作業を支援します。

③第４回国際シンポジウムの企画を開始します。

④談話サロンなどの計画立案と実行

会艮を対象とする国際関連トピックスを諜名な専

門家による講減、懇談会を計画立案し実行します。



⑤客員会員の推薦

客員候補者を会員選考委員会へ推薦します。

⑥委員会の開催

本委員会の活動を円滑に進めるため年４回委員会を

開雌します。 (2)情報専門部会

①わが国における情報工学分野の研究レベルの国

際的位置付けに関する調査

１）調査期間：平成４年度から継続し、平成６年度

は最終の３年目にあたります。

２）目的：わが国における情報工学分野の位置付け

の爽傭を把握し、その向上策を提言します。

３）概要：（ｲ)分野の分類、（ﾛ)情報工学関連の有力

学会誌へのわが国研究者の論文の掴峨状況の洲査、（八）

構報工学の専門家へのアンケート洲行、（二)特許出願

状況の調査、（ﾎ)国際的位置付けの明碓化（分野別、総

合)、（ﾍ)提言

４）調査の方法：日本学術会議情報工学研連との密

接な連携により進める。具体的には、研連の知識処

理工学専門委員会小委員会メンバーと共同で調査方

法を検討し、適宜工学アカデミー情測専門祁会およ

び怖報工学研連に報告し、専門部会の群議を進めま

す。

５）平成４年度５年度の実施状況と平成６年度の計

画：平成４年度５年度は上記の３).(ｲ)－(二)を中心に実

施。平成６年度は３).(ﾛ)－(二)を強化すると共に３).(ﾎ）

(ﾍ)の検討を行いシンポジウム等も実施し報告書にま

とめます。

②電子／通信分野における国際化のあり方の調査

１）Ｉ~I的：２１世紀社会での髄子工学、通信工学分野

における国際化のあり方を競争と協ﾉ]の観点から調

査・検討します。

２）概要：（ｲ)各分野における国際化の状況を、①共

同研究／研究者交流、②企業のアライアンス、③技

術の空洞化、④わが国学術／産業界のリーダーシッ

プ等をキーワードとして調査、（ﾛ)本結果を用い、電

子工学、通信工学分野における国際化のあるべき姿

を検討し、提言します。

３）洲査の方法：日本学術会議電子通信工学研究連

絡委倒会との密接な連携により進めます。

４）平成６年度の計画：平成６年度は上記２).(ｲ)を

r１．１心に着手、実施します。さらにその後の年度で、２)．

(ｲ)を強化すると共に２).(ﾛ)を実施します。

(3)バイオ専門部会

①バイオ専門部会・幹事会

１）諦油会を含め、部会を年２回附仙。

２）幹事会は年３回開催し、専門部会主催の部会行

(4)広報委員会

ＥＡＪニュースの発行６回、合計６０頁

（内１回は､特集号）

同英文Ｓｕｍｍａｒｙの発行６回、合計１８頁

Informationの発行６～８回、合計１００頁

年報(1993-1994)の発行１回１６頁

ＥＡＪパンフレット作成英和兼用、２，０００部

会員名簿の改訂・発行本年度は、訂正表と新会

員追加分のみ配布します。

その他広報活動として必要な事業〈出版、報告会

等）の他、談話サロン１～２回を企画します。

委員会の開催６回（奇数月に開催）

鋲町両
出

専門部会

(1)材料専門部会

①材料科学技術政策材料科学技術および材料

産業技術政策の推移と動向を把握し、それらの今後

の政策提言を行います。

①－１「材料をめぐる政策と産業動向」一総合シ

ンポジウム（第２回）を日本学術会議関係研連、未踏

科学技術協会、材料連合フォーラムと共催実施。（H6.

4.28）

①－２“センター・オブ・エクセレンス”の構想

立案、設立に向けて小委員会を設置。

②材料工学の新分野の育成新時代に適合した

材料工学の新分野の育成に向かって、それぞれの小

委員会を設置し提言を行います。

、②－１複合材料システムエ学

②－２感性工学

③材料工学の在り方と教育改革広く工学の在

り方を再検討し、教育改革に向けて小委員会を設置

し立案提言を行います。

④国際関係問題材料工学における国際貢献の

在り方および国際会議開雌運営の諸問題を討議し提

言をします。

⑤材料科学技術の情報交流と普及日本学術会

議関連研連、国内外関連学術団体、政府関連機関等

と情報交流を行い、材料工学普及にむけ諸事業を協

同実施します。

⑥バイオ専門部会との共同調業バイオ技術工

へ
』

（６）

学に関する諸事業を実施します。

⑦その他談話サロンの立案実施、関東以外の

地域における講演会、材料系若手会同の珊強。



『両

し

r、

事、談話サロン、会員増強に関し検討をします。

②談話サロン

単独または他の専門部会と共同で談話サロンを年

２回開催します。

③国際会議

次の国際会議に協賛協力します。

１）アジア太平洋生物工学会議〈６月、シンガポー

ル）

２）第２回RecoveryofBioproducts会議（９

月、サンディエゴ）

３）雛３回日本一中国酵素工学会議（９月、京都

市）

４）日独生物工学会議（１０月、富山市）

(4)地球喋境専門部会

①全般的な事業

１）当部会発足時（平成２年）に発足できなかっ

たＷＧ２（地球環境計測予測）を平成６年度には発足

させる方針であり、これに関連した特別識波会を開

催します。

２）アメリカエ学アカデミー（ＮＡＥ）との共同事

業の一つとしてIndustrialEcologyに関する国際

会議（平成６年５月開催）を国際委員会と協力して行

います。

３）ＷＧ１（温室効果ガス対策）及びＷＧ３（国土

保全と喋境改善）の活動方針は平成５年度の活動をさ

らに進展させる方向で考えます。

４）ＷＧ４（交通・運輸対策）は、平成５年度に開

催された鋪１０回ＣＡＥＴＳ大会の報告書の作成に重点

（７）

をおき、次の活動方針を企画します。

５）委員会は、３回（５月、９月、１月）開催予定。

②ＷＧ関係事業

１）ＷＧ１（温裳効果ガス対策）ＣＯ２などによる

温室効果については、未だ明確になっていない状況

にあるので、長期的視野に立って、問題解決の方策

について調査、検討を進めていきます。一方、短期

的に検討を要する那項があれば、それも併行して検

討します。特にＣＯ２の吸収、分離、処分については

緊急避難的な対策として検討、評価しておくことが

望ましく、このことについては既成技術を適川発展

させることで産業界に研究が進められていますので、

洲秀、検討を１年位の予定で行います。このため幹事

会３回、講演会を３回予定しており、その結果は報告

課としてまとめます。

２）ＷＧ２（地球哩境計測予測）具体的な活動内

容は、主査予定者を中心に検討されますが、とりあ

えず幹事会３回、識演会３回を予定しています。

３）ＷＧ３（国土保全と環境改善）既に定められ

ている基本方針に従い、自然災害軽減活動、地球表

而における自然環境要因の変化、大祁市の活動が地

球表而に与える変化につき広範な研究活動を進めま

す。これらの活動概要は、すでに平成５年度の事業報

告として報告しておりますが、平成６年度もこれらの

活動を中心として進めていきます。このため、幹事

会３回、講演会３回を予定しています。

４）ＷＧ４（交通・運輸対策）第１０回ＣＡＥＴＳ大

会の報告書の作成に関連して幹事会２ｍを予定してい

ます。



武夫（関西新技術研究所副社長）

康澗（㈱i~l立製作所専務取締役）

一郎（剛辺製薬㈱代表取締役社長）

巌（常士通㈱常務取締役）

宏（㈱原子力安全システム研究所

技術システム研究所長）

昇（㈱三菱総合研究所取締役相談役）

登（日産自動車㈱専務取締役）

端彦（早稲田大学理工学部教授）

平成６年５月１９日

会 長：＊＊岡村総吾（東京電機大学、学長・理郡）

副会長

原
越

中
堀
大

恒雄（住友電気工業㈱副会長）

幸夫（金沢工業大学教授）

孝敬（通産省工業技術院

藤業技術融合領域研究所所長）

伊藤昌雲（東レ㈱代表取締役会長）

永野催（三菱マテリアル㈱取締役会長）＊

＊＊

理事＊ 安部明鵬（東京工芸大学工学部工業化皇

飯塚幸三（㈱クポタ専務取締役）

石井吉徳（国立環境研究所副所長）

植、昭二（三菱重工業㈱特別顧問）

字、川重和（千葉工業大学教授）

太田利彦（漏水建設㈱常務取締役技術リ

木村逸郎（東海大学工学部教授）

隈部英一（トヨタ自動車㈱専務取締役）

(東京工芸大学工学部工業化学科教授）＊

(㈱クポタ専務取締役）

(国立環境研究所副所長）

(三菱重工業㈱特別顧問）＊

(千葉工業大学教授）

(漏水建設㈱常務取締役技術研究所所長）

阿部光延（新日本製峨㈱フェロー）

井口１雅一（火戚大学工学部教授）

石橋善弘（名古屋大学工学部教授）

宇佐美昭次（早稲田大学理工学部長教授）

内野哲也（旭硝子㈱専務取締役）

加藤康雄（日本電気㈱聯務取締役）

熊谷信昭（科学技術会議議員）

児玉文雄（東京大学先端科学技術研究

センター教授）

清山哲郎（九州大学名番教授）

谷資信（早稲剛大学斜番教授）

土屋喜一（早稲、大学〕iIM工学部教授）

西漂潤一（東北大学長）

原田耕介（熊本工業大学教授）

＊

P陣頭

＊

枝
旧
畑
田
原

三
武
千
戸
西

平成６年度日本工学アカデミー役員

＊
＃#

牧野

三浦

安田

尾
井
本

松
三
山

＊ 稔（名古屋大学工学部教授）

恒夫（東京電力㈱岐高顧問）

善之（東京大学名番教授）＊

専務理事 桜井宏（三菱マテリアル㈱技術顧問） 《
‐

計理事３９名（会長、副会長を含む）

監事 今泉常正（金属鉱業事業団顧問） 馬場準一（三菱電機㈱腐Ｉ間）

註：＊*は昇任＊は新任です。

以卜

（８）



山、瑛

小口文一

三浦誠一郎

清山哲郎

桜井宏

以上

懇親会

次いで恒例の懇親会に入り、岡村新会長の御挨拶、

向坊前会長の退イモの御挨拶の後、向坊前会長の御発

声で乾杯し懇談に入った。出脈者約９０名も前年以上

の盛会で、懇親の実を挙げ無蝋終了した。

「Ｆ
Ｉ
Ｌ
壁

画一竺弾ﾔﾏﾄﾞ

司 会

委員会関係

会員選考委員会

政策委員会

国際委員会

広報委員会

馴川1部会関係

材料専門部会

情報専門部会

バイオ専門部会

地球環境専門部会

醜務局報告

専務理鞭桜井宏

］

委員長

委員長

委員長

委員長

堀幸夫

富浦梓

植之原道行

士田英俊 ▲P』 一F『,

ご『

懇 親会２

総務幹事

部会長

部会長

部会長

専務即蝋

各委員会専門部会報告

引き続き各種委貝会、専門部会の委員長、部会長よ

り平成５年度の活動及び平成６年度の計画について下

記のプログラムで報告があった。内容の詳細は平成

5年度の活動については近日中に刊行の年報を、平成

6年度計画については別記事業1汁凹書を御参照された

い。

伽
１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
皿
皿
旧
皿
巧
Ⅷ

平成５年度の活動も国際シンポジウムを含め、健全

財務を維持しつつ無事終了することが川来た。これ

は会員各位の御尽力はもとより、賛助会貝得社の御

協力のお陰であり、ここに賛助会員蒋社の名簿を掴

戦して改めて謝意を表したい。

目

特別講演

休憩の後、東京大学総長、吉川弘之氏（当アカデミー

会員）より「大学の改革」と題して特別講流があっ

た。学問の体系、大学の組織、大学の経営等を絡め

た極めて示唆に富む諦減で、１００籍を越える聴諦者が

多大の感銘を受けた。この内容はInformationとし

て刊行の予定である。

日木工:準アカデミカデミー賛助会員名飾

(平成６年３月３１日現在入会順）

賛助会員名

I]木電気株式会社

代友電気工業株式会社

日産自動車株式会社

南士通株式会社

トヨタ自動巾株式会社

大成建設株式会社

鹿島建設株式会社

ソニー株式会社

西松建設株式会社

三菱亜工業株式会社

株式会社、立製作所

三菱通機株式会社

国際電信髄話株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

ｎ本電信電話株式会社

株式会社束芝

以上１６社

吉川弘之氏

Ｆ

《画、
一一乱

（９）



〈

学会および工学関係の各種学会と協力して、事業を

推進してゆきたいと考えております。今後会員各位

の御協力、御鞭推をお願い申し上げます。

E配娼

新会長に岡村総吾氏

（１０）

会長に就任して

岡村総吾

平成６年５月１９日に開催された日本工学アカデミー

第８回通常総会に於いて平成６年度役員が選出され、

新会長に岡村総吾氏を迎えることとなった。

新役員を代表して岡村新会長、そして、この度退

任されることになった向坊隆前会長、塘瀬博前副会

長に御挨拶の言葉を頂いた。

会長退任御挨拶

向坊隆

私は理事会に対し、会長を辞任することをI|’し出

て御承認を得ました。在任中、理事の方々を始め、会

員諸氏の御協力を得、大過無く過ごし得たことにつ

いて、ここに心から御礼申し上げます。

私が辞任を申し出ましたのは、理事会に於いて、理

事の在任期間を３年とし、３年に達した方は一応御交

代願うことによりアカデミーの空気を一新すると共

に、大勢おられる優秀な方々に逐次理事をお引受け

頂くことにより、アカデミーに一層の活力を維持し、

その活動を磯んにしようとの理事諸氏のお考えによ

るものであり、この主旨は会長職にも通用されて黙

るべきとの考えに基づくものであります。

現在、我がアカデミーは国際協力など砿々の問題

を抱えておりますが、私は最も大きな且つ難しい間

迦は理工学、特に工学系が若い優秀な人逮を引き入

れ、育て上げることだと感じております。その他の

問題は、会員の方々の御努力により解決し得るもの

と考えます。この為には、次の会長は現役の単長先

生になって頂きたいと思います。

よく若い人達は何を考えているのか分からないと

言われますが、これは何時の時代にもあることで、肝

心なことは創造性に溢れる優秀な芯い人達にとって

魅力ある活動をし、その優秀な人達を引きつけるこ

とにあると思います。その様なことは、会風の杵様

の御協力によならなければならないでしょうが、や

はり今の若い人述の気持ちをよく知っておられる方

に会長としてリードして頂くことが大切と思います。

その意味で私は次の会長に岡村総吾先生を御椛施し、

幸い理事会の御了承を得た次第であります。岡村先

生は御専門の分野で大きな業績を挙げられると共に

東京電機大学の学長としても御活躍Ii'であります。

糾再やら

日本工学アカデミーも設立以来７年余経ることにな

りました。この間小林宏治初代会長、向坊隆前会長

を始め、代々の役員の皆様の御努力と会員各位の御

協力によりまして、工学アカデミーの体制も幣伽さ

れ、その活動も順調に発股して参りましたことは御

同慶の至りであります。

今回図らずも向坊会長の後を受けて、会長に選任

されることとなり、その壷任の重大さを痛感してお

ります。

本アカデミーの設立の迎旨によれば、「国際的視野

に立って、我が国独白のハ１１造性ある工学および技術

の創出と、その基椴となる荻礎研究の推進のために

(1)創造的な研究開発の椛進

(2)基礎研究、基盤研究に関するニーズの把握

(3)工学および技術の分野における国際交流

について審議を行い、必要に応じて官界、産業界、学

会に対して提言を行う。」となっております。

資源の乏しい我が同が今後もある程度の発展を統

け、国民生活を安定させる為には、工学の発展が不

可欠であり、この意味で我が工学アカデミーの寅務

は今後益々増大するものと考えられます。

日本工学アカデミーは、今後同際的にはＣＡＥＴＳ

(ＣｏｕｎｃｉｌｏｆＡｃａｄｅｍｉｅｓｏｆＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎgand

TechnologicalSciences）や各国の工学アカデミー

等と連絡を保ち、また剛内的には、日本学術会議、工

線軍議、



に発表していました。そこで我が国に於いても工学

分野の指導的な立場の方々をメンバーとする大型で

自由開達なアカデミーを自助努力で創設しようとす

る気運が高まりました。

杉本、伊藤（富)、柳井、平山、乾、米田、今泉な

どの諸先誰を中心に設立準備会とも言うべき会合が

設定され、筆者もその末席に列なって数年間白熱し

た論議が展開され、時として深夜に及ぶこともあり

ました。全米科学アカデミー設立の綿綿にならい、会

員の会斐を財源とする純民間の任葱団体として発足

することなど、画期的な原則がこの会合で打ち出さ

れました。このアカデミーの活動が↑ﾂ民に評価され

るようになった暁には、紐付きでない財政支援が政

府や民間から提供されるはずであり、それまでは会

員の純ボランティア的派動によって主体性を確立し

ようという狙いがあったからです。幸いにして年額

１０万円という高額の会蛮にもかかわらず、各界の桁

導的な方々が多数会員になって下さいましたし、発

足にあたっては米国、スウェーデン等のアカデミー

からも温かい祝福を受けることができました。以来、

本アカデミーの活動は年毎に発展し、外部の評価、支

援も年々高まっております。即ち、第１回国際シンポ

ジウムの開催に当たっては、早くも科学技術庁の陥

臓により、全く使途自由の高額の盗金が関連財団か

ら提供されました。更に賛助会員制皮の施行に伴な

い、１７企業から多額の浄財をお寄せ面けるようにな

りました。そして、木アカデミーの荻礎研究振興等

に関する提言は、政策策定にも反映されるようにな

ってきました。誠に嵩ばしいことと言わなければな

りません。

終りに、日本工学アカデミーの一隅の発展と会員

の皆様の御活躍を祈念I|］し上げる次節です。

“

副 会長退任にあたって

猪瀬博

どうか皆様の御了承を得て、先生を巾心にアカデ

ミーが益々の発展を遂げられるよう祈ってやみませ

ん。

､強凸

NAElndustrialEcologv国際会議

（１１）

ＢｅｃｋｍａｎＣｅｎｔｅｒは１９８８年に科学測定装置で１Ｍ

を成したArnoldBeckman氏の財団の米国科学、工

学両アカデミーへの寄付で作られたもので、ロサン

ゼルスの南東の郊外、カリフォルニア大学Irvine校

の入口に近いところにあるアカデミー聯用の会議場

で、２５６人収容の講堂の他、大小の会議寵、食堂など

を備えたもので、両アカデミーの他、関係団体が各

種の会合に利用している。

会議は５月８日（｢1）のレセプションに始まり、初

日の５ﾉ１９日から１２口まで４日間に両り、毎口午前

副会長を３年間務めさせて頂きましたので、今度の

通粥総会をもって退任させて頂くこととなりました。

昭和６２年のアカデミー発足以来、小林名誉会長、向

坊会長始め会員各位、並びに事務局の方々の御懇篤

な御指導、御支援のお蔭で理事、副会長の任期を大

過無く終えることができ、感謝の念で一杯です。

日本工学アカデミー設立の気運が生じたのは昭和

５０年代の後半であったと記憶しています。当時日本

学術会議の改革が叫ばれ、第１１期及び第１２期会貝の

方々の献身的な御努力によって昭和５９年に始まる節

１３期から衣替えが実現しました。しかし工学分野に

当たる第５部の定員は３０名から３３名に微増したに過

ぎず、諸手続きの煩雑さは旧態と異なるところがあ

りませんでした。ひるがえって米国を見ますと、全

米科学アカデミーに加えて、全米工学アカデミーが

存在し、学界のみならず広く産業界等から選出され

た１，０００名を超える会員を擁し、活発な調査研究活

動を展開すると共に、タイムリーな答申や提言を次々

《
Ｌ

伊
諒

日時：平成６年５月９日－１２日

場所：ＡｒｎｏｌｄａｎｄＭｏｂｅｌＢｅｃｋｍａｎＣｅｎｔｅｒ

ｏｆｔｈｅＮａｔｉｏｎａｌＡｃａｄｅｍｙｏｆＳｃｉｅｎｃｅｓａｎｄ

ＮａｔｉｏｎａｌＡｃａｄｅｍｙｏｆＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｉｒｖｉｎｅ，

Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ、

日本工学アカデミーがその開雌に協力することに

なった米国工学アカデミー主催のIndustrialEcology

についての国際会議は予定通り５月８口～１２１」カリ

フォルニア州ＩｒｖｉｎｅにあるＢｅｃｋｍａｎＣｅｎｔｅｒで開

催された。
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社幹部、公認会計士、弁護士、研究所員、コンサル

タント、団体役員等各層の有職者のものが含まれ、ま

たＭＩ身国も米国の他、日本、スウェーデン、ノルウ

ェー、英国、スイスの各国からのものがあった。

今回の会議の大きな目的の一つはIndustrialecology

のFrameworkを作ることであったが、１６の諦油の

内､ド数は各章のIntroductionとして考えられ得るも

のであったのは大きな収稚だった。

午後の分科会WorkingGroupは迎日の午前の識

波を受けて、個々の産業に於けるｅｃｏｌｏｇｙの適川に

ついて討論するものであったが、これについては口

水から各分科会に参加した各位からのレポートを併

記したので一読頂きたい。

岐終ロの午後後半に各分科会でまとめたレポート

が分科会の議長により報告され、餓後にFrosch大会

議長の閉会の辞で４日間に亘る会議の瀞を閉じた。

吸初の予定では５月１３Ｆ|の午前１１１に教育問題につ

いての追加分科会を行う予定であったが、予定を変

更して１０月、１１日の午後遅<に討議を行い、これも

結論が前記の報告会で報告されたが、現状ではIndustrial

ecologyなるものをどのレベルで縦がどんなカリキ

ュラムで教えたらよいか、またその段取りはどうす

れば川来るか等の初期の段階の議論が川ることはな

かった。

本会議の報告書は何れ印刷物として川版される予

定であるが、全体会議講演の大部分と分科会の予定

プレゼンテーションの一部についてはテキストが事

務局に保管されているので、御希望の方はコピーを

差し上げます。各諦演の題目と識油者、及び日木工

学アカデミーからの参加者とその参加ＷＧを下記致

しました。（専務11噸桜井宏）

〆＝戸

へ
』

、

ｌ理蝉遜圃

食堂風景

中には全体会議で一日４つずつの識演を聴き、午後は

6つの分科会のWorkingＧｒｏｕｐに分かれてその日

の午前の諦流を受けて産業毎の問題点の検討を行っ

た。出席者は１５ヶ国から１０４名で、日本からの出臓

者は６つの内４つの分科会に参加する日本工学アカデ

ミーの臨時協力委員会の推煎で出席した８名に加え、

'1本工学アカデミーの推薦で全休会議での招待講演

者となった国立環境研究所の後藤典弘氏、及び米国

工学アカデミーの外人客員会風として出席して居ら

れた森康夫氏（東工大名誉教授）の合計１０名であっ

た。

５月９日には大会議長のFrosch氏の歓迎と開会の

挨拶に続いて米国工学アカデミー会長White氏の技

術と蝋境を絡めて歴史的背最から将来を展望し、

Sustainabledevelopmentに向かっての楽観的な

見解を述べた基調講演に続き、Industrialecology

を技術面、経営面、教育面から見た３つの包括的な講

演があった。２日目以降の連日の講演もそれぞれから

組み立てて行くべきＩｎｄｕｓｔｒｉａｌｅｃｏｌｏｇｙの各章に

でもなる様にと企画されたもので、全体をカバーす

るようになってはいたが講演者によって見方、考え

方、知識等が異なる為、中には的を得ていない様な

ものもあった。しかし、全体の柵成としては苦心の

跡が伺われ、妥当な組み合わせであった。５月１０日

には環境関係の法規制、標準、環境データの基準

(Metrics)、予測等について、また５月１１日にはラ

イフサイクルとＩｎｄｕｓｔｒｉａｌｅｃｏｌｏｇｙについてのケー

スが、また最終日の５月１２日には、文化面や組織面

からの見解が発表された。

荻調識減を含め合計１６の識波には米国工学アカデ

ミーのWhite会長に始まり大学教授、ＥＰＡ職員、会

儲iii‘
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ＰｒｏｆｅｓｓｏｒｏｆＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇａｎｄＰｕｂｌｉｃＰｏｌｉｃｙ，Ｃａｒｎｅｇｉｅ－ＭｅｌｌｏｎＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｕ､Ｓ､Ａ、Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｂｅｔｗｅｅｎｐｕｂｌｉｃｐｅｒｃｅｐｔｉｏｎ，ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇａｎｄｖａｌｕｅｓ、

Ａｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｏｆｔｈｅｉｍｐａｃｔｏｆｔｈｅｐublic'ｓｐｅｒｃｅｐｔｉｏｎｓｉｎｃｈａｎｇｉｎｇｃｏｒｐｏｒａｔｅ

ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌｐｒａｃｔｉｃｅｓａｎｄｔｈｅｃｈａｌｌｅｎｇｅｏｆｃｈａｎｇｉｎｇｃｏｎｓｕｍｅｒｂｅｈａｖｉｏｒ

ｔｏａｄｄｒｅｓｓｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍｓｔｈａｔａｒｉｓｅｆｒｏｍｓｈｏｒｔ－ｌｉｖｅｄｃｏｍｍｏｄｉｔｉｅｓｔｈａｔ

ｇｅｎｅｒａｔｅｌｏｎｇ－ｌａｓｔｉｎｇｗａｓｔｅ、

ＭａｒｙＩ、Ｗｏｏｄｅｌｌ，ＦｏｕｎｄｅｒａｎｄＳｅｎｉｏｒＰｒｉｎｃｉｐａｌ，ＣＭＲＣａｎｄＣｏｍｐａｎｙ，Ｕ,Ｓ､Ａ、
ＭａｒｋｅｔiｎｇＧｒｅｅｎＰｒｏｄｕｃｔｓ，

ＷａｌｔｅｒＳｔａｈｅｌ，ＴｈｅＰｒｏｄｕｃｔ－Ｌｉｆｅｌｎｓｔｉｔｕｔｅ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ

ＴｈｅｆｕｎｃｔｉｏｎａｌｅｃｏｎｏｍyandCultUralandorganizationalｃｈａｎｇｅ、Ｔｈｅｉｍｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ

ｏｆｓｏｃｉａｌａｎｄｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎａｌｃｈａｎｇｅｔｈａｔａｒｉｓｅｉｎａｓｅｒｖｉｃｅｏｒｉｅｎｔｅｄｅｃｏｎｏｍｙ．

（１４）

〆寄車両

ｸ、



参加者リスト

（１５）

１

需
凹

識の「稔り」は遥かに大きなものになったと思われ

るが、こうした微妙な課題については無理せず「自

然体で流してみる」のも一つのやり方かもしれない。

結果的に「ＬＣＡ」の持つ様々な課題、例えば叩純

で普偏性に乏しい考え方、製品間、産業間、圃家間

で異なる前提条件の存在などが指摘された。また政

府の役割、規制や法律制定のプロセス、そしてその

実施状況などが同によって異なることが鰻大の問題

としてクローズアップされた。同時に、セメントに

見られるようなByProducts再利用を政府が仲立

ちし、産業間協力（SymbioticCollaboration）に

よって推進している日本の実例が関心を集めた。こ

れは最も実現可能でかつ今ＬＣＡよりも環境負荷の軽

減に直接役立つのではないかというのが一致した意

見であった。次の日、ノルウェー代表がSymbiotic

Collaboration馴例発表をしたことによって、Symbiotic

Collaborationは「ＬＣＡ」とは異なる新潮流を形成

することになり次回への布石となった。

今回のWorkingSessionでは、１）Primarylndustry

の多額資本投盗、多量エネルギー使用という特徴に

適した環境負荷軽減策が有り、既にいろいろ手を打

ってきたこと、２）アルミ、セメント、鉄の間で互い

に抱える課題の確認をしたこと、３）ＬＣＡは、産業製

品設計のための指標を作るという視点は良いとして

もまだ未熟であり、検討課題が多いことなどを認識

分科会参加報告

f南

皇昌

ＰｒｉｍａｒｙｌｎｄｕｓｔｒｙＷｏｒｋｉｎｇＳｅｓｓｉｏｎ

ＰrimarylndustrySessionは延べ１５人の参加

者と、ＮＡＥPresidentのMrWhite，Conference

ChairmanであるＤｒ・RFroschが時々顔を出す形

で進行した。参加者はＡＬＣＯＡを代表する３人を含

め、アルミ、セメント関係者が大勢を占め、鉄は最

後の日に加わったＭｒ．Ｇ、Forwardを入れて２人で

あった。特筆すべきことは、論縛で鳴るＭＩＴの教授

が２人（Ｄｒ、Szekely，Ｄｒ・Ｓａｄｏｗａｙ）とＡＴ＆Ｔ

のＤｒ、ＡｌｌｅｎｂｙがＰｒｉｍａｒｙＩｎｄｕｓｔｒｙの立場を理

解しつつ、発散しがちな議論に縦横の糸を通すこと

に大きな貢献をしたことである。

初日、アルミ、セメント、鉄などの廃業に共通す

るテーマとして“By-ProductWasteManagement”

を選択、そのテーマに関して

１）Ｉｓｓｕｅｓ

２）ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ，

３）Ｃｏｎｃｅｒｎ／Barriers，

４）Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｓ

を纏めることでIndustrialＥｃｏｌｏｇｙを建設的に進

める上での課題を浮き彫りにしていく方針が定まっ

た。この辺りまでは会議前に主査が進めておけば会

氏名 所属 参加ＷＧ
電話恭号
ＦＡＸ番場

２

３

４

５

６

７

８

植之原道行

秋元勇巳

依田直也

村田朋美

棚沢正澄

西川信行

松尾建次

桜井宏

日本電気株式会社、特別顧問

三菱マテリアル株式会社、副社長

株式会社東レ経常研究所、常任顧問

新日本製餓株式会社フェロー、先端技術研究所長

トヨタ自動車株式会社、設計管理部主査、部長

東京電力株式会社、技術研究所地球理境研究室長

東京電力株式会社、ワシントン事務所、マネージャー

日本工学アカデミー専務理事

一次材料

化学

一次材・料

製造業

公益事業

公益事業

教育

０３－３４５４－１１ユ１
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０４７３．５０－６０８３

０４４７７７－４１１１

０４４．７５２－６３４４
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０５６５－２３－５７４６

０３－３３００－２２４１

０３－３３０５－２１４１

米国202-457-0790
米国202-457-0810

０３－５８２０－６７７１

０３－５８２０－６７７３

後藤典弘 環境庁国立環境研究所、社会環境システム部長 製造業
０２９８－５１－６１２０

０２９８－５１－４７３２



し見るべき成果があったといえよう。そして何より

も率直に議論できたこと、各国代表の人となりが多

少とも分かったことは見えざる収磁である。

（秋元勇巳、村田朋美）

化学産業ワーキング・セッション

(1)ＤＵＰＯＮＴ社元副社長ＤＲＲＯＢＥＲＴＦＯＲＮＥＹ

座長のもとに、化学産業ワーキング・セッションに

おいて産業エコロジーに関し、３Ｆ１間毎日午後１：００

－３：３０にわたり、米国、スイス、ノルウェー、カ

ナダ、メキシコ、オーストラリア、台湾、日本の８か

国の代表が出席し討論が行われた。また、米国、ス

イス、日本の３人の誰演発表とともに、詳細な討議が

行われた。ＥＡＪからは、「日本の化学産業の現状と斑

境対策について」依田が識演発表し、討論に参加し

た。

(2)近年、製造業にとって素材を提供する化学産業

の環境対策が重視されてきている。この問題認識の

もとに、国際関係における地球環境保護の現状を解

析し、対策を具体化する必要がある。産業エコロジー

に関する相互討議をＦ|的に開催された。

(3)そこで、第一に誰波発表として、Ａ）米国の化学

産業の環境政策へのＣＭＡの対応（CHEMIALMANU-

FACTURER，SASSOCIATION,DRDONROCZNIAK）

と、Ｂ）スイスの化学産業の環境政策（ＣＩＢＡＧＥＩＧＹ

社、ＭＲＰＥＴＥＲＣＯＮＡＴＨ)、ならびに、Ｃ）日本

の化学産業の現状と環境対策の実績（依田）につい

て、３件の講演発表と質疑応答が行われた。特に、先

進国と途上国の課題と各国の具体策について、地球

環境における産業エコロジーの国際協力の問題点を

中心に討議が行われた。

(4)第二に参加者８か国の畷境規制の問題と、環境対

策を企業が進めるうえで、各国の阻害要因は何かを

中心に活発な討議が行われ、大変有意義であった。

なお、詳細議事録は馴務局でまとめられることに

なっている。（依田直也）

ＷｏｒｋｉｎｇＳｅｓｓｉｏｎ：

Ｇｒｏｕｐ２Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ

初日（月曜日）は３０名程、３日目以降「教育・細

織而での変換」に関するSessionが併設されたため、

２０名弱に減ったが、全６つのGroupのうちでは最も

人数の多い集まりとなった。

Manufacturingという区分であるため多人数とな

るのは当然かも知れない。

（１６）

国別には米国は当然のことながら、欧州、特に北

欧、東欧からの参加も多く、日本からは国立喋境研

究所のＤｒ、後藤、トヨタ門動車からは小生が参加。

職種としては、メーカー、先生、マーケッティン

グや経営のコンサルタント等々ｏ

ＣｈａｉｒｍａｎはＡＴ＆TBellLaboratoriesのＡｄｊｕｎｃｔ

ＣｈｅｍｉｃａｌＤｉｒｅｃｔｏｒのＤｒ，ＲｏｂｅｒｔＬａｕｄｉｓｅ・

環境に関する規制、判定基準、対処方針やＬＣＡに

ついて巾広い自由討議が行われた。

形としては毎午前中のPlenarySessionでのスピー

チを受けて議論を行うが、米ＥＰＡやＥＡＪからのプレ

ゼンテーションも行われた。

ＥＡＪからは、メーカーとしてのＬＣＡへの取組み状

況や難点、問題点を３０分弱で披露。

基本的には自由な意見交換であり、決議にシボリ

込むのではないが、論議された内訳は次の３項目。

１．環境問題は複雑に絡み合っているが、どの而か

ら切り込んで行ったらよいか。

２．現在の成長・発展状況下でのアクション項ｍは

なにか。

３．企業のエコロジー推進に品質管理の論法が使え

ないか。（棚沢正溌）

第４グループ（エネルギー・電力）

･始めに検討対象業種について議論があり、アップス

トリームからダウンストリーム迄巾広く取り扱って

いる事とデータベースが整っている事から、髄力を

検討対象とする事で議論を進めた。

･産業エコロジーの議論の１１ｺで、他国で考えている産

業共生（Symbiosis）や、地域冷暖房等について日

本のＬＣＰ（Lifecyclepractice）が進んでいる郭

に注目された。

･電力の環境stewardshipについては、今後Ｒ／Ｄ

及びこれに基づいた実証プラントの推進が必要であ

ると結論された。

･環境コストをどの様に転嫁する力､の議論がなされた

がこれについての結論が出なかった。

･環境技術に関して開発途上国への協力の必要性が重

要であるとの認識が示され世界の主要電力会社で椛

成するＥ７の活動が注目された。

･ＬＣＡ（lifecycleanalysis）をさらに広く理解

する為電力会社で椛成する国際的な機関である世界

エネルギー会議（ＷＥＣ､'９５秋、東京大会）の場で検

討することが提案された。（西川信行）

鐸醗画邑，

戸自費
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関西地区専門部会に関する懇談会

５月９日（月）午後５時から、大阪市北区堂脇浜の

関西クラブにおいて、西原哩蛎及び近藤良夫会員の

呼びかけに応じ、関西在住会員有志による標記相談

会が開かれた。

本会開催の最大の目的は、今までともすれば首都

圏に偏瀬していたアカデミーの関西地区での事業活

動への反省の上に立って、将来を視野に入れた研究

環境の基盤整備一ネットワーク化により、現役研究

者、将来研究の道を選ぼうとする人にとって魅力の

ある関西にすることを目指し、まず関西に在住され

る会員の間で、自由な意見交換のできる場を設ける

ことにある。

当日は、関西地区在住の会員が１６名参加され、多

くの貴重な意見の交換が行われた。主なものは次の

通りである。

①関西には人材が多いと思うので、賛助会員を

含めて会員の増強を図るべきである。

②関西の会員は概して東京依存型で推移してき

外国アカデミーの紹介

英国王立工学アカデミー

今号では英国の王立工学アカデミー（TheRoyal

AcademyofEngineering）について御紹介します。

王立工学アカデミーの1ｺ的は公衆の利祐の為に、科

学、工芸（art）及び工学の利川の進歩を促進する為

に実用的な而で総ての工学分野に於いての優位’性を

追求し、奨励し、維持する甑です。

この目的を達成する為にアカデミーはその態章で

次の各噸を実施する甑になっています。

（１７）

た。これがアカデミーに対して魅力を感じなくなる

一因でもあり、退会者が増えていくので、関西地区

に部会を設置することは、誠に布意義である。

③今後は、関西のパワーアップを’１標にマスター

プランを作成し、可能な限り学術‘|ｉｉｉ報ネットワーク

を雛術する必要がある。

④事業を椛進するにあたっては、関西地区に拘

らず、地域の範朋を全国的に拡げていくことが大切

である。この意味では、アジアの中心となるという

九州の打ち出し方はいいと思う。

⑤財政的には、賛助会員の珊強を図るとともに、

当而は木部からの交付金で活動したい。

⑥このほか、エネルギー専門部会への取り組み、

フォーラムの開雌、関西で育ちうる燕盤穂備等多く

の具体的問題が話題になった。

会場の制限時間を超えたので、会の呼称案を「地

域研究環境慾術専''11部会」とし、５月１９口開催の剛

郡会に提案することを確認して閉会した。

・工学の各種分野に亘って、その実川而での高いレ

ベルを確立、維持、進歩させること。

・工学及び関連分野の技術者などの教育、訓練及び

経験についての優位性を推進すること。

・工学に於いて優位性を鼓舞し、工業製品と技術サー

ビスにおける研究、鮒発、設計而での創造'雌と11111新

性を奨励すること。

・工学の全分野と関連問題についての怖報を提供し、

交換すること。

・工学の全般的突川に関する問題について英国政府

他の団体に対し助言をすること。



忽丙。

会員は現会員よりの指名推薦者から毎年６０人を限度

として選出される。新会員は会員グループにより、傑

出した業績についての工学上の個人的業績を確認し

て選出される。会員は王立工学アカデミー会員（Ｆｅｌｌｏｗ

ｏｆＴｈｅＲｏｙａｌＡｃａｄｅｍｙｏｆＥｎｇｉｎeering）の

称号で認知され、略称は“ＦＥｎｇ”である。重要な工

学上の寄与をした名誉会員と外国会員も選出される。

１９９３年７月現在で正会員９４３名、外国会員５０名、

名誉会員９名が在濡している。

エジンバラ公フィリップ殿下は上席会員（Senior

Fellow)、ケント公は王室会員（RoyalFellow）で

ある。

歴史：

王立工学アカデミー（TheRoyalAcademyof

Engineering）は工学フェローシップ（TheFellowship

ofEngineering）として１９７６年に設立され、最近女

王陛下の勅許を賜って現在の名称になった。フェロー

シップはエジンバラ公フィリップ殿下と有力な技術

者のグループの発議により結成された。フィリップ

殿下は国家レベルで総ての技術者の意見を広める方

法をずっと昔から考えて居られたが、殿下の御努力

によってこらがフェローシップというような大きな

組織で実現することになり、殿下は上席会員（Senior

Fellow）のポストに就くことを受諾された。

格式の高い技術者の団体は、技術者の総ての活動

のスペクトルを通じての技術者の理解と職業的知識

を代表する為に設立されねばならぬと考えられたの

で、アカデミーは多分野組織であり、技術者と技術、

又、社会全体の利益の為に行動することが出来るも

のとして設立された。

１９７６年に設立会議がバッキンガム宮殿で開催され

た。創立会員（FounderFellow）は１２６名の公認

技術者（charteredengineers）で、これらの技術

者は王立協会（ＴｈｅＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙ）の工学会員

(EngineeringFellow）又は工学関係学協会で、そ

の専門分野で最も卓越したと考えられた公認技術者

である。

フェローシップは公認工学関係学協会の連合体であ

る工学会評議会(CouncilofEngmeermgInstitutions）

の援助の下に設立されたが、工学会評議会は１９８３年

に工学評議会（TheEngieeringCouncil）の創

設に伴って解散した。同じ年にフェローシップ勅許

状を得たが、これは１９９２年に名称を王立工学アカデ

ミーと変更する際に改訂された。

政策決定と管理：

アカデミー運営の基本は正会員から選出された会

長、刑会長、上席副会長、３名の剛会長、名誉財務役、

6名の名誉秘書役、及び最高１８名迄のその他の会員

より成る評議会（Council）により決定される。

評議会の下に６つの常演委員会がある。即ち工学、

教育訓練及び実地能力、会員、活動（Programme)、

国際シンポジウム、及び財務である。

アカデミーの通常の業務は事務局で、事務局長

(ExecutiveSecretary）の指揮下で４０名の専''１１

及び管理スタッフにより行われる。

・同様の目的を持った国内外の関係団体と協力し、そ

の関係を増進すること。

以下その歴史、会員、活動、会合と出版物、他の団

体との協力、国際協力、財務、役員について概説し

ます。

活動：

アカデミーの仕事の多くは工学と教育の研究を含

み､その一部はｱｶデﾐｰ自身によって開始された

ものであるが、外からの依頼で契約ベースで行われ

るものもある。これらに加え、アカデミーは、

・産業界と協力して各大学に於ける上級研究員や

特別職（ＰｅｒｓｏｎａｌＣｈａｉｒｓ）を後援する。

・工学設計原理の客員教授に資金を提供する。

・英国人技術者の為に海外工学出向制度と国際旅

費援助の資金を提供する｡

・技術革新に対する王立工学アカデミー、マック

ロバート（MacRobert）賀を運営する（これは国

としての第一の工学上の賞である）。

・ギャッツビー（Ｇａｔｓｂｙ）慈善基金、政府及び産

業界からの資金により、大学から若手専門家レベ

ル迄の工学専攻学生の活動を支援する工学継続教

育（EngineeringEducationContinuum）と

呼ばれる広範な工学教育事業を運営する。この事

業の各フューズには色々な援助制度がある。即ち

若い技術者が国際経営学修士（InternationalＭＢＡ）

のコースを取れるようにする経営学奨学金制度、修

へ
‐

会員：

アカデミーは英国での最も傑出した技術者を顕彰

する。

アカデミーはこれらの人々の持つ莫大な工学上の

知識の集積をその会員の学際的構成を通じて利用し、

工学の総ての形での技術とその応用を進める為に工

学的経験のユニークな幅の広さを提供している。新

（１８）
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士レベルでの継続職業能力開発の為のアンガス・パ

トン・バーサリー卿（SirAngusPatonBursary）

及びパナソニック信託による援助及び化学工学の

博士課程学生を後援するＩＣＩ奨学金である。

・英国の大学での能力のある若手工学講師の採用

と雇用の為のエッソ（Ｅｓｓｏ）工学奨学金及びＩＣＩ

奨学金制度の管理運営。

会合と出版物：

アカデミーはロンドン及び他の地域で、場合によ

っては他団体と共催で各種の行事を主催している。公

開の会合や講演は通常入場無料である。

アカデミーは年報、四半期ニュースレター、高等

教育機関の為のニュースレター、恒例のヒントン

(Hinton）講演、工学製造会議誰演、その他の識演

や依頼された研究グループのレポートなどを出版し

ている｡

他団体との関連：

他の学会等共通の利害のある学術団体との迎携が

維持されている。特に密接な関係にあるのは王立協

会（ＴｈｅＲｏｙａｌＳｏｃｉｅｔｙ）であり、また、アカデ

ミーは全国アカデミー政策諮問グループ（National

AcademiesPolicyAdvisoryGroup，ＮＡＰＡＧ）

の一員でもある。・アカデミーはまた工学評議会

〈EngineeringCouncil）とも密接な関係を保って

いる。また、アカデミーはアカデミーと国会との主

要な接点である工学開発のための議員グループの事

務局サービスも行っている。

国際活動：

アカデミーは世界工学アカデミー連合（ＣＡＥＴＳ）

の英国メンバーである。ＣＡＥＴＳは技術及び工学の間

（１９）

題についての国際的な討論の場を提供している。ア

カデミーはＣＡＥＴＳの会員でない国々とも討論や交流

を進める為関係を深めている。アカデミーはまた、欧

州応用科学工学評議会（ＥｕｒｏｐｅａｎＣｏｕｎｃｉｌｆｏｒ

ＡｐｐｌｉｅｄＳｃｉｅｎｃｅｓａｎｄＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｅｕｒｏ－

ＣＡＳＥ）の創立会員で、初代会長を指名するよう要請

されている。Ｅｕｒｏ－ＣＡＳＥの目的は工学及び応、科

学上の問題についてＥＣ他の欧州組織に助言する主な

立場に立つことである。

財務：

アカデミーは登録された慈善団体である。収入は

正会員の年会費、政府（公共サービス科学行一Office

ofPublicServiceandScience）援助、投盗収

入及び工学実務に関係した補助金や契約などであり、

また他の信託基金や団体の事業の代行による収入も

ある。1992／３会計年度の総収入は５２０万ポンド（約

8億2,600万円）、1993／４会計年度の予算は６００万

ポンド（約９億５，４００万円）である。

役員：

現在、上席会員としてのエジンバラ公、王窒会員

としてのケント公の他、会長〈SirWilliamBarlow)、

2名の副会長、上席副会長、３名の副会長、５名の担

当のある評議員、１６名の担当の無い評議貝から成る

評議会が運営の責任を持ち、事務局は専務理事のア

プルトン氏（J、Ｒ・Appleton，化学工学会、機械工

学会会員）により指揮されている。

今号をもって各国工学アカデミー紹介を一応終了

させて頂きます。

（桜井宏）
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岸 源也会員

拓殖大学工学部教授

平成６年４月１８日逝去享年66歳

山下勇会員

束日本旅客鉄道代表取締役最高顧問

平成６年５月６日逝去享年83歳

加藤一郎会員

早稲、大学理工学部教授

平成６年６月１９日逝去享年69歳

DonaldエＡｔｗｏｏｄ氏

元米国個防次官

第３回日本工学アカデミー

岡際シンポジウム識師

平成６年４月２４口逝去享年69歳

謹んでご冥福をお祈りいたします。

聯、
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編集後記

去る５月１９１円（木）、東膝会館に於いて第８回通常総

会が開催されました。本総会で平成６年度新役員が承

認され、副会長、会長を歴任されました向坊前会長、

創立卿Ii段階から御尽力を戴きました淵瀬副会長を始

め、｜~1木工学アカデミー創立前後から今日に至るま

で、多大な貢献を戴きました何名かの方々が御退任に

なりました。

日本工学アカデミーも発足以来８年月に入り、岡村

新会長の下でより充実した活動を展開して行くことに

なります。この度御退任になられました方々には今後

共御指導を戴きます様宜しくお願い申し上げます。

同日開かれました懇親会にも多くの会員の方々が111

席されました。今回は以前にも期して会員同士の交流

が深まったのではないかという声も聞かれ、大変再ば

しいことと思っております。

今号は、長年本紙を担当していた耶務局職員の退職

に伴ない、担当交替第１号となります。未熟ながら皆

様の御協力を得てやっと発行まで浦ぎ付けた次第で

す。お気付きの点も多々有ると存じますので、宜しく

ご愈兄ご要望等を事務局まで戴ければ幸いです。

（編集子）
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